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（１）

　
戦
前
の
教
会
の
歴
史
に
お
い
て

は
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
及
び

ル
ー
テ
ル
系
諸
学
校
・
福
祉
施
設
・

幼
児
教
育
施
設
な
ど
の
前
法
人
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
「
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
社
団
」
の
歩
み
に
触
れ

て
お
き
た
い
。

　「
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
」
は
、

ル
ー
テ
ル
教
会
で
最
初
の
公
益
法

人
と
し
て
、
１
９
０
９(

明
治
42)

年

６
月
21
日
付
で
法
人
認
可
を
内
務

省
よ
り
受
け
た
。そ
の
法
人
の
正
式

名
は
「
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南

部
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
」

で
あ
り
、
主
た
る
事
務
所
は
九
州
の

熊
本
、古
新
屋
敷
に
置
か
れ
た
。

　
こ
の
「
社
団
」
設
立
は
、

中
学
校
と
共
に
神
学
部
を

併
設
す
る
九
州
学
院
の
土

地
資
産
の
確
保
と
九
州
で

の
伝
道
を
展
開
す
る
た
め

の
教
会
・
宣
教
師
館
の
土

地
建
物
保
全
を
目
的
と
し

て
い
た
。そ
の
定
款
第
五

条(
一)

で
は
社
団
の
目

的
が
明
確
に
謳
わ
れ
て
い

る
。「
キ
リ
ス
ト
教
を
普
及

す
る
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教

教
育
の
推
進
と
慈
善
事
業

の
達
成
を
行
う
た
め
に
土

地
、建
物
、そ
の
他
の
資
産

を
所
有
・
賃
貸･

管
理
す

る
こ
と
に
あ
る
」。

　
そ
の
年
の
７
月
６
日
、

佐
賀
の
リ
ッ
パ
ー
ド
宣
教
師
宅
に

て
、
最
初
の
理
事
会
が
開
か
れ
、
参

集
し
た
理
事
は
、Ｃ
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ウ

ン
、Ｃ
・
Ｋ
・
リ
ッ
パ
ー
ド
、Ａ
・
Ｊ
・

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、Ｌ
・
Ｓ
・
Ｇ
・
ミ

ラ
ー
で
あ
っ
た
。

　
ル
ー
テ
ル
教
会
だ
け
で
な
く
、
聖

公
会
等
の
主
要
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
に
お
い
て
も
、
明
治
の
時
代
の

教
会
は
法
人
格
を
持
て
な
か
っ
た

た
め
に
財
産
の
所
有
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
宣
教
団

体
は
、
民
法
第
34
条
に
よ
る
社
団
法

人
を
設
立
し
、
そ
こ
に
土
地
建
物
の

所
有
と
管
理
を
委
ね
さ
せ
、
教
会
の

宣
教
の
資
産
の
提
供
を
図
っ
た
の

で
あ
る
。

　
社
団
設
立
前
の
、ル
ー
テ
ル
教
会

の
最
初
の
会
堂
と
な
っ
た
佐
賀
教
会

の
土
地
・
建
物
な
ど
は
便
宜
的
に
信

徒
の
名
義
で
登
記
し
て
い
る
が
、
特

定
の
複
数
の
信
徒
に
よ
る
土
地
名

義
は
後
の
所
有
権
移
転
登
記
な
ど

を
考
え
る
と
大
き
な
問
題
を
残
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
明
治
の
民
法
に
つ
い
て

補
足
し
て
お
く
。１
８
９
８
年(

明

治
31
年)

７
月
に
制
定
さ
れ
た
民
法

第
33
条
か
ら
第
83
条
に
は
社
団
法

人･

財
団
法
人
に
関
す
る
規
定
を
設

け
ら
れ
て
い
る
。こ
と
に
第
37
条
で

は「
祭
祀
、宗
教
、慈
善
、学
術
、技
芸

其
の
他
公
益
ニ
関
ス
ル
社
団
又
ハ

財
団
ニ
シ
テ
営
利
ヲ
目
的
ト
セ
サ

ル
モ
ノ
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
得

テ
之
ヲ
法
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と

あ
り
、
社
団
と
し
て
の
公
益
法
人
の

設
立
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
の
歩
み
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ま
た
、
同
日
に
施
行
さ
れ
た
民
法

施
行
法
の
第
28
条
に
は
「
民
法
中
法

人
ニ
関
ス
ル
規
定
ハ
当
分
ノ
内
神

社
、寺
院
、祠
宇
及
ヒ
仏
堂
ニ
ハ
之
ヲ

適
用
セ
ス
」と
い
う
規
定
が
あ
り
、宗

教
法
人
法
の
想
定
も
将
来
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
例
え
ば
、
翌
年
の
１
８
９
９
年

(

明
治
32
年)

12
月
９
日
、
第
二
次
山

県
内
閣
は
寺
院
な
ど
に
関
す
る
特
別

宗
教
法
案
を
提
案
し
て
い
る
。だ
が
、

こ
の
法
案
は
仏
教
側
の
強
い
反
対
が

あ
り
、
議
会
に
お
い
て
成
案
は
な
ら

な
か
っ
た
。そ
の
た
め
に
宗
教
団
体

が
法
人
格
を
有
す
る
の
は
１
９
３
９

年(

昭
和
14
年)

の
宗
教
団
体
法
の

設
立
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
宗
教
団
体
法
施
行

に
よ
っ
て
、
宗
教
団
体
に
法
人
格
を

持
つ
道
が
開
か
れ
た
と
は
い
え
、
そ

の
運
用
は
軍
国
主
義
体
制
を
反
映
し

て
厳
し
い
国
家
統
制
が
図
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
神
道
教
派
13
派
は
そ
の

ま
ま
認
可
さ
れ
た
が
、
仏
教
は
56
派

を
28
派
に
統
合
さ
せ
ら
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
で
は
、
宗
教
団
体
法
に
よ
る
教
団

に
入
ら
な
か
っ
た
少
数
の
も
の
を
除

き
、
合
同
し
て
２
つ
の
教
団
（
日
本
天

主
教
団
、
日
本
基
督
教
団
）
に
ほ
ぼ
強

制
的
に
統
合
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
１
９
４

１
年
５
月
、
東
京
教
会
で
開
催
さ
れ
た

第
22
回
総
会
に
お
い
て
日
本
基
督
教

団
第
五
部
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
決

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
教
会
組
織
的
に
は
、
日

本
基
督
教
団
に
合
同
を
し
て
い
っ
た

が
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
使
用

す
る
土
地
・
建
物
は
合
同
後
も
社
団

が
継
続
し
て
所
有
し
た
。１
９
４
１
年

７
月
、
社
団
の
名
称
を
「
北
米
合
衆
国

一
致
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教
師
社
団
法

人
」(

１
９
１
９
年
10
月
名
称
変
更)

を

「
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
」に
、
事
務

所
所
在
地
も
熊
本
市
新
屋
敷
か
ら
「
東

京
都
中
野
区
鷺
宮
２
│
９
│
２
１
」

に
、
さ
ら
に
理
事
も
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、

シ
リ
ン
ガ
ー
ら
の
宣
教
師
理
事
か
ら

日
本
人
教
職
で
当
時
の
教
会
執
行
部

で
あ
る
三
浦
、本
田
、平
井
、稲
富
に
変

更
し
た
。　
こ
の
社
団
の
改
組
に
よ

り
、
開
戦
後
の
危
機
の
状
況
に
お
い
て

も
、
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
会

が
管
理
す
る
社
団
に
帰
属
し
て
い
た

教
会
財
産
が
保
全
さ
れ
、
戦
後
の
教
会

の
土
地
建
物
資
産
は
引
き
継
げ
ら
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
敗
戦
後
、
連
合
国
か
ら
課
せ
ら
れ
た

ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
に
よ
る
応
急
的
な
立

法
で
あ
る
宗
教
法
人
令(

１
９
４
５

年)

が
公
布
さ
れ
、
か
つ
新
憲
法
が
１

９
４
７
年
５
月
に
施
行
さ
れ
る
。１
９

５
１
年
４
月
に
は
宗
教
法
人
令
の
不

備
等
が
改
め
ら
れ
、
宗
教
法
人
法
が
制

定
さ
れ
る
。１
９
５
２
年
11
月
10
日
付

で
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
宗
教

法
人
と
し
て
の
認
可
を
取
得
す
る
。以

後
、
社
団
法
人
か
ら
教
会
施
設
に
関
す

る
資
産
の
移
譲
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
三
年
前
の
、
１
９
４
７
年
の
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
総
会
報
告

で
は
、
社
団
所
有
の
財
産
を
新
設
の
、

『
宗
教
法
人
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
』
に
委
譲
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

「
社
団
の
財
産
中
、
宣
教
師
住
宅
、
土

地
、
建
物
を
宣
教
師
会
に
残
り
の
全
財

産
を
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会(

宗

教
法
人)

　
に
委
譲
を
求
め
る
」
と
い

う
文
言
が
議
事
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
９
５
４
年(

昭
和
29)

の

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
総
会
の
社

団
報
告
に
は
「
教
育
事
業
、
社
会
事
業

に
属
す
る
財
産
は
夫
々
の
法
人
に
委

譲
を
終
り
、
伝
道
事
業
に
属
す
る
財
産

も
一
先
ず
其
の
委
譲
を
完
了
し
、
現
在

に
於
て
は
、
専
ら
宣
教
師
館
の
管
理
に

当
り
つ
つ
現
状
で
あ
る
」
と
あ
り
、
社

団
は
宣
教
師
館
の
土
地
・
建
物
だ
け

を
基
本
的
に
管
理
す
る
公
益
法
人
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
９
０
９
年
６
月
２
１
日
付
で
社
団

法
人
「
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
」
の
認
可

が
内
務
省
よ
り
下
り
た
時
の
最
初
の

定
款（
現
代
語
訳
）。

　
第
一
条
　
こ
の
社
団
の
名
称
　
は

『
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
』と
す
る
。

　
第
二
条
　
社
団
の
社
員
は
前
条
に

あ
る
宣
教
師
会
の
男
性
宣
教
師
に
よ

り
構
成
す
る
。

　
第
三
条
　
社
員
は
在
日
す
る
期
間

だ
け
社
団
の
社
員
と
な
る
。

　
第
四
条
　
社
団
は
、
外
国
に
あ
る

団
体
及
び
社
団
と
法
的
な
関
係
は
結

ば
な
い
。ま
た
、
利
益
取
得
並
び
に
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
教
会
的
関
係
に
お

い
て
も
、
日
本
に
お
け
る
他
の
団
体
と

法
的
関
係
は
結
ば
な
い
。

　
第
五
条(

一)

社
団
の
目
的
は
、
キ

リ
ス
ト
教
を
普
及
す
る
た
め
の
キ
リ

ス
ト
教
教
育
の
推
進
と
慈
善
事
業
の

達
成
を
行
う
た
め
に
土
地
、
建
物
、
そ

の
他
の
資
産
を
所
有
・
賃
貸･

管
理
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
　(

二)

社
団
が
所
有

す
る
建
物
が

空
家
に
な
っ

た
場
合
に

は,

そ
の
損

失
を
避
け
る

た
め
に
他
の

土
地
を
賃
貸

す
る
こ
と
が

あ
り
得
る
。

そ
の
場
合
の

賃
貸
は
、
第

五
条
一
項
の

目
的
に
添
う

も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　(

三)
建
物
は
毎
月

ま
た
は
一
年

単
位
で
借
り
る
こ
と
に
し
、
七
年
を
越

え
て
借
り
て
は
な
ら
な
い
。

　
　(

四)

社
団
の
建
物
と
し
て
借
り

る
費
用
は
、
五
千
ド
ル
を
越
え
な
い
こ

と
と
す
る
。

　
第
六
条(

一)

社
団
の
資
産
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
南
部
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ノ
ッ
ド
か
ら

今
ま
で
に
送
ら
れ
て
も
の
と
将
来
に

送
ら
れ
て
く
る
寄
付
・
献
金
に
よ
り

作
ら
れ
た
基
金
で
購
入
し
た
土
地
建

物
に
よ
る
。

　
　(

二)

社
団
は
他
の
寄
贈
者
か
ら

土
地
・
建
物
・
資
産
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
　(

三)

そ
の
寄
付･

献
金
は
第
五

条
に
掲
げ
る
社
団
の
目
的
と
一
致
し

て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。こ
の
目
的

に
添
わ
な
い
寄
付
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。第
七
条
、
社
団
は
四
人
の

理
事
に
よ
り
理
事
会
を
構
成
す
る
。

　
第
八
条
　
理
事
の
任
期
は
三
年
と

す
る
。最
初
に
選
出
さ
れ
た
四
人
の
理

事
の
任
期
は
籤
に
よ
っ
て
行
う
。三
つ

の
区
分
け
を
し
て
、
一
つ
の
区
分
け
に

二
人
を
、
後
の
二
つ
の
区
分
け
に
一
人

づ
つ
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
を
一

年
、二
年
、三
年
と
す
る
。

　
第
九
条
　
死
、
辞
任
、
ま
た
は
何
か

の
理
由
に
よ
り
、
社
員
及
び
理
事
が
辞

め
る
時
に
は
社
団
の
社
員
に
よ
る
選

挙
で
後
任
を
選
出
す
る
。

　
第
十
条
　
社
団
の
事
務
局
は
理
事

会
の
管
轄
に
置
か
れ
る
。

第
十
一
条
　
社
団
の
決
議
に
基
き
、
理

事
会
は
次
ぎ
の
事
柄
を
行
う
。

　
　(

一)

寄
付
及
び
資
産
の
売
買
行

為
に
よ
り
社
団
の
資
産
を
取
得
す
る
。

　
　 (

二)

第
五
条
に
掲
げ
る
目
的
に

添
っ
て
、
財
産
の
賃
貸
及
び
売
却
に
よ

る
投
資
事
業
を
行
う
。

　
　 (

三)

第
五
条
に
掲
げ
る
社
団
の

目
的
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
日
本

の
法
律
で
認
可
さ
れ
た
法
人(

一
つ

と
は
限
ら
な
い)

を
設
立
し
、
資
産
の

委
譲
を
行
う
。

　
　 (

四)

財
産
を
売
却
す
る
時
に
は
、

そ
の
収
入
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
シ
ノ
ッ
ド
の
外
国
伝 

道
局
に
返

却
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
十
二
条 

理
事
会
は
少
な
く
て
も

年
一
回
、
社
団
定
期
総
会
を
開
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。社
団
社
員
の
二
人
ま

た
は
そ
れ
以
上
の
要
請
が
あ
る
時
は
、

臨
時
総
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。総

会
の
議
事
録
は
す
べ
て
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
三
条 

総
会
の
開
催
通
知
、協
議

事
項
の
内
容
は
少
な
く
て
も
五
日
前

に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。議
決

は
多
数
決
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
二
人

以
上
の
社
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
。欠
席
の
社
員
は

文
書
又
は
代 

理
人
に
よ
り
議
決
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

    

第
十
四
条 

社
団
社
員
に
よ
る
四
分

の
三
の
賛
成
に
よ
り
、
社
団
は
解
散

で
き
る
。理
事
は
、
そ
の
場
合
の
資
産

を
日
本
の
法
律
で
認
可
さ
れ
た
法
人

(

一
つ
と
は
限
ら
な
い)

に
委
譲
す
る

こ
と
と
す
る
。た
だ
し,

そ
の
法
人
は

第
五
条
に
掲
げ
る
目
的
を
推
進
す
る

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。ま
た
、

資
産
を
売
却
し
、
そ
の
収
入
を
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
南
部
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ノ
ッ
ド
に
返

却
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

    

第
十
五
条 

社
団
の
事
務
所
は
九
州

の
熊
本
、
古
新
屋
敷
に
置
く
こ
と
と
す

る
。

    

第
十
六
条
、
社
団
規
則
の
改
正
は
、

民
法
三
十
八
条
に
従
い
、
社
団
社
員
に

よ
る
四
分
の
三
の
賛
成
を
必
要
と
す

る
。  

」

　

　
戦
前
の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

（
以
下
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
）は
、
経
済
的

に
も
人
的
に
も
主
に
ア
メ
リ
カ
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
（
現
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
か
ら

の
援
助
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
新
し
く
教
会
や
幼
稚
園
や
施
設
を

作
る
に
も
そ
の
資
金
力
に
頼
っ
て
い

ま
し
た
。そ
の
窓
口
は
宣
教
師
会
で
あ

り
、
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
法
人
と
し

て
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
（
以
下
Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
と
い
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
は
こ
こ
を
通
し

て
日
本
に
送
ら
れ
、
資
金
管
理
や
宣
教

師
の
生
活
支
援
、
宣
教
師
館
な
ど
の
財

産
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百
年
史

論
集
編『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の

宣
教
方
策
と
宣
教
体(

教
会)

構
造
』

で
前
田
貞
一
師
は
戦
前
の
国
内
の
教

会
行
政
の
力
関
係
を
、「
二
院
制
度
」の

よ
う
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
総
会
が
下

院
で
、
そ
の
上
に
宣
教
師
会
と
い
う

「
上
院
」が
あ
っ
て
、
下
院
で
議
決
し
て

も
上
院
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

何
も
決
ま
ら
な
い
と
い
う
関
係
だ
っ

た
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
ま
す
。当
時
の

日
米
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
致
し
方
な

い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
１
９
４
０
年
、
日
米
関
係
の
悪
化
に

伴
い
外
国
人
宣
教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の

母
国
に
帰
国
し
、
１
９
４
１
年
「
宣
教

師
社
団
」
の
名
称
は
「
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
社
団
」
に
変
更
を
命
じ
ら
れ
、
当

時
の
土
地
・
建
物
は
そ
の
ま
ま
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

　
第
二
次
時
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
１

９
５
１
年
か
ら
53
年
に
か
け
て
次
々

と
制
定
さ
れ
た
特
別
法
に
基
づ
い
て

社
団
の
財
産
が
割
譲
さ
れ
て
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
、
社
会
福
祉
施
設
、

教
会
が
独
立
し
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

社
団
と
は
別
な
組
織
と
し
て
成
長
を

続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
教
会
は
別
組
織
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
自
立
後
も
財
政
的
に
は
依

然
と
し
て
特
に
土
地
建
物
の
資
金
に

関
し
て
は
、
近
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。第
一
次
総
合
自
立
計
画
が
始

ま
っ
た
１
９
７
２
年
の
か
ら
２
０
０

３
年
ま
で
の
約
30
年
間
に
十
数
億
円

の
資
金
が
提
供
さ
れ
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
そ

の
窓
口
に
な
る
と
同
時
に
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ

自
身
が
所
有
管
理
す
る
国
内
の
土
地

を
売
却
し
て
そ
れ
に
当
て
て
い
き
ま

し
た
。

　
戦
後
の
歴
史
の
な
か
で
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

と
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ

の
置
か
れ
た
立
場
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
が
交
錯
し
、
近
年
ま
で
両

者
の
合
意
形
成
は
出
来
て
い
な
か
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
一
つ
の

意
見
と
し
て
、
前
掲
の
百
年
史
論
集

編
の
同
項
で
前
田
師
は
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
「
教
会
は
社
団
を
糾
合
し

た
上
で
、
必
要
な
活
動
費
な
ど
を
教
会

の
責
任
と
義
務
と
し
て
担
う
べ
き
で

る
。・
・
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
２
年
５
月
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
・
Ｄ
Ｇ

Ｍ
の
ア
ジ
ア
担
当
フ
レ
ン
チ
師
か
ら

も
突
然
の
書
翰
に
よ
る
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。「
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
全
財
産
を
直

ち
に
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
に
移
管
し
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

が
裁
量
権
を
持
つ
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。こ
の
提
案
は
後
に
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
機

関
決
定
し
た
も
の
で
な
く
個
人
的
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の

で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
「
社
団
の
再
編

成
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ｃ
の
中
に
正
式
に
協
議
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
「
社
団
運
営
に
関

す
る
共
同
委
員
会
」
と
な
っ
て
４
年
間

24
回
に
わ
た
る
検
討
が
な
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
結
果
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
へ
の
財
産

移
管
は
決
議
事
項
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。む
し
ろ
、
社
団
は
日
本
社
会

に
お
け
る
適
正
な
公
益
法
人
を
目
指

す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
法
人
と
し
て
の
既
得
権
を
守

り
、
よ
り
一
層
の
公
益
事
業
を
発
展
的

に
展
開
す
る
事
が
確
認
さ
れ
た
の
で

し
た
。Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
と
し
て
は
こ
れ
を

も
っ
て
両
者
の
関
係
が
決
着
し
た
と

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
の
過
去
と
現
在

一
般
社
団
法
人
・
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
理
事
長
　
中
川
浩
之
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ま
た
、
同
日
に
施
行
さ
れ
た
民
法

施
行
法
の
第
28
条
に
は
「
民
法
中
法

人
ニ
関
ス
ル
規
定
ハ
当
分
ノ
内
神

社
、寺
院
、祠
宇
及
ヒ
仏
堂
ニ
ハ
之
ヲ

適
用
セ
ス
」と
い
う
規
定
が
あ
り
、宗

教
法
人
法
の
想
定
も
将
来
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
例
え
ば
、
翌
年
の
１
８
９
９
年

(

明
治
32
年)

12
月
９
日
、
第
二
次
山

県
内
閣
は
寺
院
な
ど
に
関
す
る
特
別

宗
教
法
案
を
提
案
し
て
い
る
。だ
が
、

こ
の
法
案
は
仏
教
側
の
強
い
反
対
が

あ
り
、
議
会
に
お
い
て
成
案
は
な
ら

な
か
っ
た
。そ
の
た
め
に
宗
教
団
体

が
法
人
格
を
有
す
る
の
は
１
９
３
９

年(

昭
和
14
年)

の
宗
教
団
体
法
の

設
立
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
宗
教
団
体
法
施
行

に
よ
っ
て
、
宗
教
団
体
に
法
人
格
を

持
つ
道
が
開
か
れ
た
と
は
い
え
、
そ

の
運
用
は
軍
国
主
義
体
制
を
反
映
し

て
厳
し
い
国
家
統
制
が
図
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
神
道
教
派
13
派
は
そ
の

ま
ま
認
可
さ
れ
た
が
、
仏
教
は
56
派

を
28
派
に
統
合
さ
せ
ら
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
で
は
、
宗
教
団
体
法
に
よ
る
教
団

に
入
ら
な
か
っ
た
少
数
の
も
の
を
除

き
、
合
同
し
て
２
つ
の
教
団
（
日
本
天

主
教
団
、
日
本
基
督
教
団
）
に
ほ
ぼ
強

制
的
に
統
合
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
１
９
４

１
年
５
月
、
東
京
教
会
で
開
催
さ
れ
た

第
22
回
総
会
に
お
い
て
日
本
基
督
教

団
第
五
部
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
決

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
教
会
組
織
的
に
は
、
日

本
基
督
教
団
に
合
同
を
し
て
い
っ
た

が
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
使
用

す
る
土
地
・
建
物
は
合
同
後
も
社
団

が
継
続
し
て
所
有
し
た
。１
９
４
１
年

７
月
、
社
団
の
名
称
を
「
北
米
合
衆
国

一
致
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教
師
社
団
法

人
」(

１
９
１
９
年
10
月
名
称
変
更)

を

「
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
」に
、
事
務

所
所
在
地
も
熊
本
市
新
屋
敷
か
ら
「
東

京
都
中
野
区
鷺
宮
２
│
９
│
２
１
」

に
、
さ
ら
に
理
事
も
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、

シ
リ
ン
ガ
ー
ら
の
宣
教
師
理
事
か
ら

日
本
人
教
職
で
当
時
の
教
会
執
行
部

で
あ
る
三
浦
、本
田
、平
井
、稲
富
に
変

更
し
た
。　
こ
の
社
団
の
改
組
に
よ

り
、
開
戦
後
の
危
機
の
状
況
に
お
い
て

も
、
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
会

が
管
理
す
る
社
団
に
帰
属
し
て
い
た

教
会
財
産
が
保
全
さ
れ
、
戦
後
の
教
会

の
土
地
建
物
資
産
は
引
き
継
げ
ら
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
敗
戦
後
、
連
合
国
か
ら
課
せ
ら
れ
た

ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
に
よ
る
応
急
的
な
立

法
で
あ
る
宗
教
法
人
令(

１
９
４
５

年)

が
公
布
さ
れ
、
か
つ
新
憲
法
が
１

９
４
７
年
５
月
に
施
行
さ
れ
る
。１
９

５
１
年
４
月
に
は
宗
教
法
人
令
の
不

備
等
が
改
め
ら
れ
、
宗
教
法
人
法
が
制

定
さ
れ
る
。１
９
５
２
年
11
月
10
日
付

で
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
宗
教

法
人
と
し
て
の
認
可
を
取
得
す
る
。以

後
、
社
団
法
人
か
ら
教
会
施
設
に
関
す

る
資
産
の
移
譲
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
三
年
前
の
、
１
９
４
７
年
の
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
総
会
報
告

で
は
、
社
団
所
有
の
財
産
を
新
設
の
、

『
宗
教
法
人
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
』
に
委
譲
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

「
社
団
の
財
産
中
、
宣
教
師
住
宅
、
土

地
、
建
物
を
宣
教
師
会
に
残
り
の
全
財

産
を
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会(

宗

教
法
人)

　
に
委
譲
を
求
め
る
」
と
い

う
文
言
が
議
事
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
９
５
４
年(

昭
和
29)

の

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
総
会
の
社

団
報
告
に
は
「
教
育
事
業
、
社
会
事
業

に
属
す
る
財
産
は
夫
々
の
法
人
に
委

譲
を
終
り
、
伝
道
事
業
に
属
す
る
財
産

も
一
先
ず
其
の
委
譲
を
完
了
し
、
現
在

に
於
て
は
、
専
ら
宣
教
師
館
の
管
理
に

当
り
つ
つ
現
状
で
あ
る
」
と
あ
り
、
社

団
は
宣
教
師
館
の
土
地
・
建
物
だ
け

を
基
本
的
に
管
理
す
る
公
益
法
人
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
９
０
９
年
６
月
２
１
日
付
で
社
団

法
人
「
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
」
の
認
可

が
内
務
省
よ
り
下
り
た
時
の
最
初
の

定
款（
現
代
語
訳
）。

　
第
一
条
　
こ
の
社
団
の
名
称
　
は

『
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
』と
す
る
。

　
第
二
条
　
社
団
の
社
員
は
前
条
に

あ
る
宣
教
師
会
の
男
性
宣
教
師
に
よ

り
構
成
す
る
。

　
第
三
条
　
社
員
は
在
日
す
る
期
間

だ
け
社
団
の
社
員
と
な
る
。

　
第
四
条
　
社
団
は
、
外
国
に
あ
る

団
体
及
び
社
団
と
法
的
な
関
係
は
結

ば
な
い
。ま
た
、
利
益
取
得
並
び
に
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
教
会
的
関
係
に
お

い
て
も
、
日
本
に
お
け
る
他
の
団
体
と

法
的
関
係
は
結
ば
な
い
。

　
第
五
条(

一)

社
団
の
目
的
は
、
キ

リ
ス
ト
教
を
普
及
す
る
た
め
の
キ
リ

ス
ト
教
教
育
の
推
進
と
慈
善
事
業
の

達
成
を
行
う
た
め
に
土
地
、
建
物
、
そ

の
他
の
資
産
を
所
有
・
賃
貸･

管
理
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
　(

二)

社
団
が
所
有

す
る
建
物
が

空
家
に
な
っ

た
場
合
に

は,

そ
の
損

失
を
避
け
る

た
め
に
他
の

土
地
を
賃
貸

す
る
こ
と
が

あ
り
得
る
。

そ
の
場
合
の

賃
貸
は
、
第

五
条
一
項
の

目
的
に
添
う

も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　(

三)

建
物
は
毎
月

ま
た
は
一
年

単
位
で
借
り
る
こ
と
に
し
、
七
年
を
越

え
て
借
り
て
は
な
ら
な
い
。

　
　(

四)

社
団
の
建
物
と
し
て
借
り

る
費
用
は
、
五
千
ド
ル
を
越
え
な
い
こ

と
と
す
る
。

　
第
六
条(

一)

社
団
の
資
産
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
南
部
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ノ
ッ
ド
か
ら

今
ま
で
に
送
ら
れ
て
も
の
と
将
来
に

送
ら
れ
て
く
る
寄
付
・
献
金
に
よ
り

作
ら
れ
た
基
金
で
購
入
し
た
土
地
建

物
に
よ
る
。

　
　(

二)

社
団
は
他
の
寄
贈
者
か
ら

土
地
・
建
物
・
資
産
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
　(
三)

そ
の
寄
付･

献
金
は
第
五

条
に
掲
げ
る
社
団
の
目
的
と
一
致
し

て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。こ
の
目
的

に
添
わ
な
い
寄
付
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。第
七
条
、
社
団
は
四
人
の

理
事
に
よ
り
理
事
会
を
構
成
す
る
。

　
第
八
条
　
理
事
の
任
期
は
三
年
と

す
る
。最
初
に
選
出
さ
れ
た
四
人
の
理

事
の
任
期
は
籤
に
よ
っ
て
行
う
。三
つ

の
区
分
け
を
し
て
、
一
つ
の
区
分
け
に

二
人
を
、
後
の
二
つ
の
区
分
け
に
一
人

づ
つ
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
を
一

年
、二
年
、三
年
と
す
る
。

　
第
九
条
　
死
、
辞
任
、
ま
た
は
何
か

の
理
由
に
よ
り
、
社
員
及
び
理
事
が
辞

め
る
時
に
は
社
団
の
社
員
に
よ
る
選

挙
で
後
任
を
選
出
す
る
。

　
第
十
条
　
社
団
の
事
務
局
は
理
事

会
の
管
轄
に
置
か
れ
る
。

第
十
一
条
　
社
団
の
決
議
に
基
き
、
理

事
会
は
次
ぎ
の
事
柄
を
行
う
。

　
　(

一)

寄
付
及
び
資
産
の
売
買
行

為
に
よ
り
社
団
の
資
産
を
取
得
す
る
。

　
　 (

二)

第
五
条
に
掲
げ
る
目
的
に

添
っ
て
、
財
産
の
賃
貸
及
び
売
却
に
よ

る
投
資
事
業
を
行
う
。

　
　 (

三)

第
五
条
に
掲
げ
る
社
団
の

目
的
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
日
本

の
法
律
で
認
可
さ
れ
た
法
人(

一
つ

と
は
限
ら
な
い)

を
設
立
し
、
資
産
の

委
譲
を
行
う
。

　
　 (

四)

財
産
を
売
却
す
る
時
に
は
、

そ
の
収
入
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
シ
ノ
ッ
ド
の
外
国
伝 

道
局
に
返

却
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
十
二
条 

理
事
会
は
少
な
く
て
も

年
一
回
、
社
団
定
期
総
会
を
開
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。社
団
社
員
の
二
人
ま

た
は
そ
れ
以
上
の
要
請
が
あ
る
時
は
、

臨
時
総
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。総

会
の
議
事
録
は
す
べ
て
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
三
条 

総
会
の
開
催
通
知
、協
議

事
項
の
内
容
は
少
な
く
て
も
五
日
前

に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。議
決

は
多
数
決
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
二
人

以
上
の
社
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
。欠
席
の
社
員
は

文
書
又
は
代 
理
人
に
よ
り
議
決
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

    

第
十
四
条 

社
団
社
員
に
よ
る
四
分

の
三
の
賛
成
に
よ
り
、
社
団
は
解
散

で
き
る
。理
事
は
、
そ
の
場
合
の
資
産

を
日
本
の
法
律
で
認
可
さ
れ
た
法
人

(

一
つ
と
は
限
ら
な
い)

に
委
譲
す
る

こ
と
と
す
る
。た
だ
し,

そ
の
法
人
は

第
五
条
に
掲
げ
る
目
的
を
推
進
す
る

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。ま
た
、

資
産
を
売
却
し
、
そ
の
収
入
を
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
南
部
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ノ
ッ
ド
に
返

却
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

    

第
十
五
条 

社
団
の
事
務
所
は
九
州

の
熊
本
、
古
新
屋
敷
に
置
く
こ
と
と
す

る
。

    

第
十
六
条
、
社
団
規
則
の
改
正
は
、

民
法
三
十
八
条
に
従
い
、
社
団
社
員
に

よ
る
四
分
の
三
の
賛
成
を
必
要
と
す

る
。  

」

　

　
戦
前
の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

（
以
下
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
）は
、
経
済
的

に
も
人
的
に
も
主
に
ア
メ
リ
カ
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
（
現
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
か
ら

の
援
助
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
新
し
く
教
会
や
幼
稚
園
や
施
設
を

作
る
に
も
そ
の
資
金
力
に
頼
っ
て
い

ま
し
た
。そ
の
窓
口
は
宣
教
師
会
で
あ

り
、
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
法
人
と
し

て
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
（
以
下
Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
と
い
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
は
こ
こ
を
通
し

て
日
本
に
送
ら
れ
、
資
金
管
理
や
宣
教

師
の
生
活
支
援
、
宣
教
師
館
な
ど
の
財

産
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百
年
史

論
集
編『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の

宣
教
方
策
と
宣
教
体(

教
会)

構
造
』

で
前
田
貞
一
師
は
戦
前
の
国
内
の
教

会
行
政
の
力
関
係
を
、「
二
院
制
度
」の

よ
う
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
総
会
が
下

院
で
、
そ
の
上
に
宣
教
師
会
と
い
う

「
上
院
」が
あ
っ
て
、
下
院
で
議
決
し
て

も
上
院
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

何
も
決
ま
ら
な
い
と
い
う
関
係
だ
っ

た
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
ま
す
。当
時
の

日
米
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
致
し
方
な

い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
１
９
４
０
年
、
日
米
関
係
の
悪
化
に

伴
い
外
国
人
宣
教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の

母
国
に
帰
国
し
、
１
９
４
１
年
「
宣
教

師
社
団
」
の
名
称
は
「
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
社
団
」
に
変
更
を
命
じ
ら
れ
、
当

時
の
土
地
・
建
物
は
そ
の
ま
ま
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

　
第
二
次
時
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
１

９
５
１
年
か
ら
53
年
に
か
け
て
次
々

と
制
定
さ
れ
た
特
別
法
に
基
づ
い
て

社
団
の
財
産
が
割
譲
さ
れ
て
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
、
社
会
福
祉
施
設
、

教
会
が
独
立
し
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

社
団
と
は
別
な
組
織
と
し
て
成
長
を

続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
教
会
は
別
組
織
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
自
立
後
も
財
政
的
に
は
依

然
と
し
て
特
に
土
地
建
物
の
資
金
に

関
し
て
は
、
近
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。第
一
次
総
合
自
立
計
画
が
始

ま
っ
た
１
９
７
２
年
の
か
ら
２
０
０

３
年
ま
で
の
約
30
年
間
に
十
数
億
円

の
資
金
が
提
供
さ
れ
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
そ

の
窓
口
に
な
る
と
同
時
に
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ

自
身
が
所
有
管
理
す
る
国
内
の
土
地

を
売
却
し
て
そ
れ
に
当
て
て
い
き
ま

し
た
。

　
戦
後
の
歴
史
の
な
か
で
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

と
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ

の
置
か
れ
た
立
場
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
が
交
錯
し
、
近
年
ま
で
両

者
の
合
意
形
成
は
出
来
て
い
な
か
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
一
つ
の

意
見
と
し
て
、
前
掲
の
百
年
史
論
集

編
の
同
項
で
前
田
師
は
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
「
教
会
は
社
団
を
糾
合
し

た
上
で
、
必
要
な
活
動
費
な
ど
を
教
会

の
責
任
と
義
務
と
し
て
担
う
べ
き
で

る
。・
・
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
２
年
５
月
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
・
Ｄ
Ｇ

Ｍ
の
ア
ジ
ア
担
当
フ
レ
ン
チ
師
か
ら

も
突
然
の
書
翰
に
よ
る
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。「
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
全
財
産
を
直

ち
に
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
に
移
管
し
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

が
裁
量
権
を
持
つ
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。こ
の
提
案
は
後
に
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
機

関
決
定
し
た
も
の
で
な
く
個
人
的
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の

で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
「
社
団
の
再
編

成
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ｃ
の
中
に
正
式
に
協
議
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
「
社
団
運
営
に
関

す
る
共
同
委
員
会
」
と
な
っ
て
４
年
間

24
回
に
わ
た
る
検
討
が
な
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
結
果
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
へ
の
財
産

移
管
は
決
議
事
項
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。む
し
ろ
、
社
団
は
日
本
社
会

に
お
け
る
適
正
な
公
益
法
人
を
目
指

す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
法
人
と
し
て
の
既
得
権
を
守

り
、
よ
り
一
層
の
公
益
事
業
を
発
展
的

に
展
開
す
る
事
が
確
認
さ
れ
た
の
で

し
た
。Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
と
し
て
は
こ
れ
を

も
っ
て
両
者
の
関
係
が
決
着
し
た
と

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
の
過
去
と
現
在

一
般
社
団
法
人
・
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
理
事
長
　
中
川
浩
之
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考
え
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
こ
の
委
員
会
で
は
、Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ａ
の
経
済
的
な
苦
境
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ａ
の
現
有
資
産
を
米
国
フ
ァ
ン
ド
と

国
内
フ
ァ
ン
ド
に
分
割
・
運
用
し
、
日

本
宣
教
の
た
め
の
宣
教
師
の
派
遣
費

用
及
び
活
動
費
を
賄
う
方
策
が
決
定

さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
１
９
９
３
年
ア

メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
「
日
米
協
力
伝

道
」
の
た
め
の
援
助
負
担
８
千
万
円
、

米
国
内
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
１
３
０

０
万
ド
ル
が
送
金
さ
れ
ま
し
た
。後
者

が
US
フ
ァ
ン
ド
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も

長
期
宣
教
師
及
び
教
会
派
遣
の
短
期

宣
教
師
の
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
の
国
内
フ
ァ
ン
ド
は
金
融
資
産

と
不
動
産
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
利
益

を
も
っ
て
社
団
が
公
益
活
動
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
、
各
法
人
が
分
離
し
た

後
も
宣
教
師
の
方
々
の
生
活
支
援
と
、

宣
教
師
館
と
し
て
残
さ
れ
た
土
地
や

建
物
の
不
動
産
管
理
を
す
る
団
体
と

し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

政
府
の
指
導
に
よ
り
、
１
９
８
５
年
難

民
の
一
時
受
け
入
れ
を
外
務
省
か
ら

依
頼
さ
れ
、
難
民
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト

を
取
得
し
た
事
を
皮
切
り
に
、
次
第
に

様
々
な
社
団
法
人
本
来
の
公
益
活
動

に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
宣
教
師
支
援
の
ほ
か
、
様
々

な
外
部
団
体
と
も
提
携
協
力
し
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
世
界
子
ど

も
支
援
、
難
民
支
援
な
ど
、
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
も
っ
て
、
日
本
と
世
界
の
助
け

を
必
要
と
す
る
人
々
に
仕
え
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
９
月
22
日
に
は
、Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
、
記
念
礼
拝
と
感
謝
会
を
催
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
日
本
の
宣
教
の
た
め
に

ご
貢
献
下
さ
っ
た
宣
教
師
の
先
生
方

を
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
招
き
し
て
40
人

が
は
る
ば
る
来
日
さ
れ
、
と
も
に
１
０

０
年
の
歩
み
を
神
さ
ま
に
感
謝
し
、Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
第
２
世
紀
の
働
き
を
期
待
を

持
っ
て
応
援
す
る
と
の
力
強
い
お
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
方
は
、
か
つ
て
の
赴
任

教
会
を
尋
ね
る
な
ど
し
て
旧
交
を
暖

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
過
去
１
０
０
年
間
で
は
、
お
よ
そ
４

０
０
家
族
６
０
０
人
も
の
宣
教
師
が

来
日
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
１
９

６
３
年
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
と

の
合
同
時
点
で
は
、
日
本
人
教
職
１
１

３
人
に
対
し
宣
教
師
が
98
人
と
、
ほ
ぼ

同
数
に
近
い
宣
教
師
が
お
ら
れ
た
と

聞
く
と
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
歴
史
の
中
で
宣

教
師
の
方
々
の
お
働
き
が
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
、
改
め
て
感
謝
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。

　 

　
　
　
　

　
今
後
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
監
督
官
庁
も
変

わ
り
、
新
し
い
法
人
と
し
て
歩
み
を
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。２
０
０
８
年

施
行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
関

連
３
法
に
よ
っ
て
、
全
て
の
社
団
・
財

団
法
人
は
改
め
て
認
可
申
請
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。Ｊ
Ｅ

Ｌ
Ａ
も
様
々
な
準
備
を
経
て
内
閣
府

の
公
益
認
定
等
委
員
会
に
対
し
申
請

手
続
き
を
行
い
、
そ
の
結
果
認
可
さ
れ

て
２
０
１
３
年
１
月
４
日
よ
り
、「
一

般
社
団
法
人
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社

団
」
と
な
り
ま
し
た
。事
業
は
従
来
の

事
業
を
継
続
い
た
し
ま
す
が
、
法
人
税

の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
今
後
の
運
営

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
の
宣
教
と
共
に
あ
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ａ
の
歴
史
の
原
点
を
忘
れ
る
事
な
く
、

ル
ー
テ
ル
教
会
の
宣
教
共
同
体
の
一

員
と
し
て
協
力
し
つ
つ
、教
会
・
施
設
・

学
校
と
は
異
な
る
分
野
で
の
独
自
の

活
動
を
通
し
て
主
の
栄
光
を
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
（
以
下
社

団
と
い
う
）
は
、
１
８
０
９
年
に
ア
メ

リ
カ
の
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教
師

社
団
維
持
の
た
め
に
民
法
に
基
づ
く

公
益
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

宗
教
法
人
で
な
く
日
本
国
民
法
に
基

づ
く
公
益
法
人
と
言
う
こ
と
が
要
点

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
米
国
教
会
宣
教
師
会
の
法
人

化
の
動
機
は
、
米
国
教
会
よ
り
の
資
金

に
よ
っ
て
購
入
し
た
宣
教
資
産
（
教
会

用
地
、教
会
建
物
、教
育
施
設
用
地
、同

建
物
等
）を
個
人
所
有
で
な
く
、法
人

資
産
と
し
て
所
有
・
管
理
す
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
当
時
の
我
が
国
は
、明
治
維
新
の
渦

中
に
あ
り
、我
が
国
に
は
ま
だ
宗
教
法

人
法
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。大
組
織

の
仏
教
寺
院
や
神
道
神
社
は
特
別
に

法
人
化
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

小
組
織
の
新
興
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教

会
等
に
は
法
人
格
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。他
方
で
は
、
こ
の
民
法
条
項
に

基
く
邦
人
に
よ
る
宗
教
活
動
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
外

国
に
拠
点
を
置
く
外
国
資
本
に
よ
る

宣
教
師
団
体
は
、そ
の
宣
教
資
産
の
管

理
目
的
の
み
に
限
り
民
法
法
人
化
が

認
め
ら
れ
た
の
で
す
。こ
の
こ
と
は
民

法
に
基
づ
く
法
人
認
可
時
の
定
款
に

明
確
で
あ
り
ま
す
。社
団
の
宣
教
資
産

の
保
全
の
み
が
社
団
の
目
的
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
の
で
す
。下
記
が
当
社
団

初
め
他
の
宣
教
師
社
団
の
共
通
定
款

文
言
で
す
。

　
第
５
条
　
目
的
　
本
社
團
の
目
的

は
基
督
教
を
擴
張
し
、基
督
教
主
義
の

教
育
を
施
し
、且
つ
慈
善
救
濟
の
業
を

為
さ
ん
が
為
に
土
地
建
物
及
び
其
の

他
の
財
産
を
所
有
し
、又
は
借
受
け
又

は
処
理
す
る
に
在
り
と
為
す
事
。

　
こ
の
法
人
目
的
は
、こ
の
度
の
公
益

法
人
改
革
の
時
点
ま
で
、ほ
と
ん
ど
変

更
な
し
で
す
。従
っ
て
、
当
社
団
は
民

法
第
34
条
（
改
正
前
）
に
基
づ
く
一
公

益
法
人
で
あ
り
、
そ
の
法
人
目
的
は
、

法
人
資
産
の
保
全
で
あ
っ
て
、宗
教
活

動
で
は
な
い
事
が
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、戦
前
の
社
団

法
人
指
導
者
（
主
に
宣
教
師
）
等
は
そ

の
こ
と
を
理
解
せ
ず
、恰
も
宗
教
法
人

で
あ
る
か
の
ご
と
く
振
る
舞
い
、宣
教

事
業
を
法
人
目
的
と
誤
解
し
、た
だ
た

だ
米
国
教
会
の
指
示
に
従
い
、国
内
の

各
地
に
宣
教
師
を
派
遣
し
、教
会
や
牧

師
館
を
建
て
、学
校
や
福
祉
事
業
所
を

開
設
し
、そ
れ
ら
の
資
産
管
理
と
宣
教

師
の
人
事
管
理
に
努
め
ま
し
た
。し
か

し
、
戦
前
の
宣
教
資
産
は
、 

そ
の
大
半

が
戦
火
で
消
失
し
、借
地
・
借
家
の
権

利
も
我
が
国
の
敗
戦
に
よ
っ
て
喪
失

し
ま
し
た
。

  

戦
後
は
、
戦
前
に
倍
す
る
米
国
教
会

の
支
援
に
よ
っ
て
、宣
教
資
産
は
増
大

し
ま
し
た
。し
か
し
、１
９
５
１
年
に
、

宗
教
法
人
法
、
私
立
学
校
法
、
社
会
福

祉
事
業
法
が
成
立
し
、そ
れ
ま
で
社
団

に
包
括
さ
れ
て
い
た
宣
教
、
教
育
、
福

祉
資
産
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
法
人
に

分
譲
さ
れ
、当
社
団
は
宣
教
師
事
業
に

拘
わ
る
資
産
の
管
理
の
み
を
本
務
と

す
る
公
益
法
人
社
団
と
な
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
当
社
団
は
米
国
か
ら
の
寄

附
金
の
受
入
口
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
い
た
め
、多
額
の
資
金
が
出
入
り

し
ま
し
た
。そ
の
最
た
る
も
の
が
教
会

へ
の
土
地
建
物
寄
附
金
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
当
初
は
、
全
額
米
国
教
会
よ
り

の
支
援
金（
献
金
）で
し
た
が
、や
が
て

（
１
９
９
０
年
代
初
頭
）
世
界
経
済
に

生
じ
た
円
高
・
ド
ル
安
と
言
う
為
替

変
動
に
よ
り
、
世
界
の
支
援
教
会
負

担
額
の
漸
減
施
策
が
と
ら
れ
る
事
と

な
り
、
特
に
米
国
教
会
よ
り
の
支
援

金
年
額
が
数
年
で
円
建
て
一
億
円
か

ら
二
千
万
円
に
漸
減
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
米
国
教
会
よ
り
の
直
接
支
援

は
凍
結
さ
れ
、
社
団
資
産
に
よ
る
支

援
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
く
耳
に
し
ま
す
噂
に
、
社
団
の

保
有
資
産
は
、
元
来
米
国
教
会
に
よ

る
日
本
宣
教
の
為
の
寄
附
金
で
あ
る

か
ら
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
に
帰
属
さ
る
べ
き

資
産
で
は
な
い
か
と
言
う
説
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、
社
団
は
民
法
に
基
づ

く
公
益
法
人
で
す
か

ら
、
そ
の
全
て
は
民
法

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
社
団

の
法
人
目
的
は
米
国

教
会
よ
り
寄
附
さ
れ

た
資
産
を
そ
の
公
益

目
的
の
た
め
に
保
全

す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
そ
れ
を
他
の
法

人
に
譲
渡
す
る
こ
と

は
目
的
で
は
な
く
、
例

え
社
団
が
解
散
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
し

て
も
そ
の
残
余
資
産

は
、
他
法
人
で
は
な
く

同
種
の
公
益
法
人
に

寄
附
す
る
事
と
定
め

福
音
宣
教
の
黒
子
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ

一
般
社
団
法
人
・
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
理
事
　
長
尾
博
吉

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
団
は
、
公
益
法
人
法
の

改
正
に
よ
り
、
そ
の
改
正
法
に
基
づ

き
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ

れ
、そ
の
財
産
は
一
般
社
団
法
人
に
そ

の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
改
正
民

法
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ

て
、
当
社
団
は
、
民
法
公
益
法
人
と
し

て
出
発
し
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の

陰
に
隠
れ
、
表
舞
台
に
出
る
こ
と
な

く
、黒
子
と
し
て
教
会
の
背
後
に
あ
っ

て
、日
本
宣
教
の
支
え
手
と
し
て
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。黒
子
は
大
切
で
す
。

掛
替
え
な
き
黒
子
な
く
し
て
は
表
舞

台
は
持
ち
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
は
社

団
は
、
こ
の
後
も
福
音
の
間
接
宣
教

に
、教
会
と
共
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。          

　
　

　
　

2009年9月22日　JELA100周年記念感謝会

2009年9月22日　JELA100周年記念礼拝

1913年頃の宣教師会

戦後、1949年に来日した宣教師
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考
え
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
こ
の
委
員
会
で
は
、Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ａ
の
経
済
的
な
苦
境
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ａ
の
現
有
資
産
を
米
国
フ
ァ
ン
ド
と

国
内
フ
ァ
ン
ド
に
分
割
・
運
用
し
、
日

本
宣
教
の
た
め
の
宣
教
師
の
派
遣
費

用
及
び
活
動
費
を
賄
う
方
策
が
決
定

さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
１
９
９
３
年
ア

メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
「
日
米
協
力
伝

道
」
の
た
め
の
援
助
負
担
８
千
万
円
、

米
国
内
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
１
３
０

０
万
ド
ル
が
送
金
さ
れ
ま
し
た
。後
者

が
US
フ
ァ
ン
ド
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も

長
期
宣
教
師
及
び
教
会
派
遣
の
短
期

宣
教
師
の
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
の
国
内
フ
ァ
ン
ド
は
金
融
資
産

と
不
動
産
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
利
益

を
も
っ
て
社
団
が
公
益
活
動
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
、
各
法
人
が
分
離
し
た

後
も
宣
教
師
の
方
々
の
生
活
支
援
と
、

宣
教
師
館
と
し
て
残
さ
れ
た
土
地
や

建
物
の
不
動
産
管
理
を
す
る
団
体
と

し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

政
府
の
指
導
に
よ
り
、
１
９
８
５
年
難

民
の
一
時
受
け
入
れ
を
外
務
省
か
ら

依
頼
さ
れ
、
難
民
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト

を
取
得
し
た
事
を
皮
切
り
に
、
次
第
に

様
々
な
社
団
法
人
本
来
の
公
益
活
動

に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
宣
教
師
支
援
の
ほ
か
、
様
々

な
外
部
団
体
と
も
提
携
協
力
し
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
世
界
子
ど

も
支
援
、
難
民
支
援
な
ど
、
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
も
っ
て
、
日
本
と
世
界
の
助
け

を
必
要
と
す
る
人
々
に
仕
え
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
９
月
22
日
に
は
、Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
、
記
念
礼
拝
と
感
謝
会
を
催
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
日
本
の
宣
教
の
た
め
に

ご
貢
献
下
さ
っ
た
宣
教
師
の
先
生
方

を
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
招
き
し
て
40
人

が
は
る
ば
る
来
日
さ
れ
、
と
も
に
１
０

０
年
の
歩
み
を
神
さ
ま
に
感
謝
し
、Ｊ

Ｅ
Ｌ
Ａ
第
２
世
紀
の
働
き
を
期
待
を

持
っ
て
応
援
す
る
と
の
力
強
い
お
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
方
は
、
か
つ
て
の
赴
任

教
会
を
尋
ね
る
な
ど
し
て
旧
交
を
暖

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
過
去
１
０
０
年
間
で
は
、
お
よ
そ
４

０
０
家
族
６
０
０
人
も
の
宣
教
師
が

来
日
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
１
９

６
３
年
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
と

の
合
同
時
点
で
は
、
日
本
人
教
職
１
１

３
人
に
対
し
宣
教
師
が
98
人
と
、
ほ
ぼ

同
数
に
近
い
宣
教
師
が
お
ら
れ
た
と

聞
く
と
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
歴
史
の
中
で
宣

教
師
の
方
々
の
お
働
き
が
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
、
改
め
て
感
謝
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。

　 

　
　
　
　

　
今
後
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
監
督
官
庁
も
変

わ
り
、
新
し
い
法
人
と
し
て
歩
み
を
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。２
０
０
８
年

施
行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
関

連
３
法
に
よ
っ
て
、
全
て
の
社
団
・
財

団
法
人
は
改
め
て
認
可
申
請
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。Ｊ
Ｅ

Ｌ
Ａ
も
様
々
な
準
備
を
経
て
内
閣
府

の
公
益
認
定
等
委
員
会
に
対
し
申
請

手
続
き
を
行
い
、
そ
の
結
果
認
可
さ
れ

て
２
０
１
３
年
１
月
４
日
よ
り
、「
一

般
社
団
法
人
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社

団
」
と
な
り
ま
し
た
。事
業
は
従
来
の

事
業
を
継
続
い
た
し
ま
す
が
、
法
人
税

の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
今
後
の
運
営

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
の
宣
教
と
共
に
あ
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ｌ

Ａ
の
歴
史
の
原
点
を
忘
れ
る
事
な
く
、

ル
ー
テ
ル
教
会
の
宣
教
共
同
体
の
一

員
と
し
て
協
力
し
つ
つ
、教
会
・
施
設
・

学
校
と
は
異
な
る
分
野
で
の
独
自
の

活
動
を
通
し
て
主
の
栄
光
を
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
（
以
下
社

団
と
い
う
）
は
、
１
８
０
９
年
に
ア
メ

リ
カ
の
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教
師

社
団
維
持
の
た
め
に
民
法
に
基
づ
く

公
益
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

宗
教
法
人
で
な
く
日
本
国
民
法
に
基

づ
く
公
益
法
人
と
言
う
こ
と
が
要
点

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
米
国
教
会
宣
教
師
会
の
法
人

化
の
動
機
は
、
米
国
教
会
よ
り
の
資
金

に
よ
っ
て
購
入
し
た
宣
教
資
産
（
教
会

用
地
、教
会
建
物
、教
育
施
設
用
地
、同

建
物
等
）を
個
人
所
有
で
な
く
、法
人

資
産
と
し
て
所
有
・
管
理
す
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
当
時
の
我
が
国
は
、明
治
維
新
の
渦

中
に
あ
り
、我
が
国
に
は
ま
だ
宗
教
法

人
法
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。大
組
織

の
仏
教
寺
院
や
神
道
神
社
は
特
別
に

法
人
化
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

小
組
織
の
新
興
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教

会
等
に
は
法
人
格
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。他
方
で
は
、
こ
の
民
法
条
項
に

基
く
邦
人
に
よ
る
宗
教
活
動
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
外

国
に
拠
点
を
置
く
外
国
資
本
に
よ
る

宣
教
師
団
体
は
、そ
の
宣
教
資
産
の
管

理
目
的
の
み
に
限
り
民
法
法
人
化
が

認
め
ら
れ
た
の
で
す
。こ
の
こ
と
は
民

法
に
基
づ
く
法
人
認
可
時
の
定
款
に

明
確
で
あ
り
ま
す
。社
団
の
宣
教
資
産

の
保
全
の
み
が
社
団
の
目
的
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
の
で
す
。下
記
が
当
社
団

初
め
他
の
宣
教
師
社
団
の
共
通
定
款

文
言
で
す
。

　
第
５
条
　
目
的
　
本
社
團
の
目
的

は
基
督
教
を
擴
張
し
、基
督
教
主
義
の

教
育
を
施
し
、且
つ
慈
善
救
濟
の
業
を

為
さ
ん
が
為
に
土
地
建
物
及
び
其
の

他
の
財
産
を
所
有
し
、又
は
借
受
け
又

は
処
理
す
る
に
在
り
と
為
す
事
。

　
こ
の
法
人
目
的
は
、こ
の
度
の
公
益

法
人
改
革
の
時
点
ま
で
、ほ
と
ん
ど
変

更
な
し
で
す
。従
っ
て
、
当
社
団
は
民

法
第
34
条
（
改
正
前
）
に
基
づ
く
一
公

益
法
人
で
あ
り
、
そ
の
法
人
目
的
は
、

法
人
資
産
の
保
全
で
あ
っ
て
、宗
教
活

動
で
は
な
い
事
が
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、戦
前
の
社
団

法
人
指
導
者
（
主
に
宣
教
師
）
等
は
そ

の
こ
と
を
理
解
せ
ず
、恰
も
宗
教
法
人

で
あ
る
か
の
ご
と
く
振
る
舞
い
、宣
教

事
業
を
法
人
目
的
と
誤
解
し
、た
だ
た

だ
米
国
教
会
の
指
示
に
従
い
、国
内
の

各
地
に
宣
教
師
を
派
遣
し
、教
会
や
牧

師
館
を
建
て
、学
校
や
福
祉
事
業
所
を

開
設
し
、そ
れ
ら
の
資
産
管
理
と
宣
教

師
の
人
事
管
理
に
努
め
ま
し
た
。し
か

し
、
戦
前
の
宣
教
資
産
は
、 

そ
の
大
半

が
戦
火
で
消
失
し
、借
地
・
借
家
の
権

利
も
我
が
国
の
敗
戦
に
よ
っ
て
喪
失

し
ま
し
た
。

  
戦
後
は
、
戦
前
に
倍
す
る
米
国
教
会

の
支
援
に
よ
っ
て
、宣
教
資
産
は
増
大

し
ま
し
た
。し
か
し
、１
９
５
１
年
に
、

宗
教
法
人
法
、
私
立
学
校
法
、
社
会
福

祉
事
業
法
が
成
立
し
、そ
れ
ま
で
社
団

に
包
括
さ
れ
て
い
た
宣
教
、
教
育
、
福

祉
資
産
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
法
人
に

分
譲
さ
れ
、当
社
団
は
宣
教
師
事
業
に

拘
わ
る
資
産
の
管
理
の
み
を
本
務
と

す
る
公
益
法
人
社
団
と
な
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
当
社
団
は
米
国
か
ら
の
寄

附
金
の
受
入
口
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
い
た
め
、多
額
の
資
金
が
出
入
り

し
ま
し
た
。そ
の
最
た
る
も
の
が
教
会

へ
の
土
地
建
物
寄
附
金
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
当
初
は
、
全
額
米
国
教
会
よ
り

の
支
援
金（
献
金
）で
し
た
が
、や
が
て

（
１
９
９
０
年
代
初
頭
）
世
界
経
済
に

生
じ
た
円
高
・
ド
ル
安
と
言
う
為
替

変
動
に
よ
り
、
世
界
の
支
援
教
会
負

担
額
の
漸
減
施
策
が
と
ら
れ
る
事
と

な
り
、
特
に
米
国
教
会
よ
り
の
支
援

金
年
額
が
数
年
で
円
建
て
一
億
円
か

ら
二
千
万
円
に
漸
減
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
米
国
教
会
よ
り
の
直
接
支
援

は
凍
結
さ
れ
、
社
団
資
産
に
よ
る
支

援
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
く
耳
に
し
ま
す
噂
に
、
社
団
の

保
有
資
産
は
、
元
来
米
国
教
会
に
よ

る
日
本
宣
教
の
為
の
寄
附
金
で
あ
る

か
ら
、Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
に
帰
属
さ
る
べ
き

資
産
で
は
な
い
か
と
言
う
説
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、
社
団
は
民
法
に
基
づ

く
公
益
法
人
で
す
か

ら
、
そ
の
全
て
は
民
法

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
社
団

の
法
人
目
的
は
米
国

教
会
よ
り
寄
附
さ
れ

た
資
産
を
そ
の
公
益

目
的
の
た
め
に
保
全

す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
そ
れ
を
他
の
法

人
に
譲
渡
す
る
こ
と

は
目
的
で
は
な
く
、
例

え
社
団
が
解
散
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
し

て
も
そ
の
残
余
資
産

は
、
他
法
人
で
は
な
く

同
種
の
公
益
法
人
に

寄
附
す
る
事
と
定
め

福
音
宣
教
の
黒
子
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ

一
般
社
団
法
人
・
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
社
団
理
事
　
長
尾
博
吉

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
団
は
、
公
益
法
人
法
の

改
正
に
よ
り
、
そ
の
改
正
法
に
基
づ

き
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ

れ
、そ
の
財
産
は
一
般
社
団
法
人
に
そ

の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
改
正
民

法
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ

て
、
当
社
団
は
、
民
法
公
益
法
人
と
し

て
出
発
し
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の

陰
に
隠
れ
、
表
舞
台
に
出
る
こ
と
な

く
、黒
子
と
し
て
教
会
の
背
後
に
あ
っ

て
、日
本
宣
教
の
支
え
手
と
し
て
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。黒
子
は
大
切
で
す
。

掛
替
え
な
き
黒
子
な
く
し
て
は
表
舞

台
は
持
ち
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
は
社

団
は
、
こ
の
後
も
福
音
の
間
接
宣
教

に
、教
会
と
共
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。          

　
　

　
　

2009年9月22日　JELA100周年記念感謝会

2009年9月22日　JELA100周年記念礼拝

1913年頃の宣教師会

戦後、1949年に来日した宣教師
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